
第３号機式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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峡当する□'二I±、レ印を8己入してください。特定事藁者以外の事裏行の方はし印の配入は不要です。

「基姻年度」とl土叶団期間の前年度を．「目偲年度」とは叶画期間の且併年度と、「Oq告年度」とはＨ１画期間のうち、今回細告の対象となる年庇をいいま十．

「事藁所坤排Itl区分」とは京都府内の事jE所等の事窺活動のためのエネルギーの使川に伴い発生する沮斑効果ガスを、「柚送車両排111区分」とは自動車運送事典汀については使用の本描の位匠を京都府内とする取阿
の排出する沮宝効果ガスを、鉄ｉｎ平栗者については保有する貨物車両又は旅客立岡の排出する沮主効果ガスを、「その他俳111区分」とは上記以外の京都府内に剥ける亭鯛所邨の事棄活動に伴1,､発生するIED竃効果ガス
をいいます。

「原単位当たりの皿室効果ガス排出且梓」の「用途区分」にI±・ＯＯ工UU、中務所などの用途ど記入してください．「､Ⅱ【単位の柑揖」には．分子の「二欧化庚泰８Ｍ五」の下に分母となる指標（生電数量、廷ぺ床面
積、走行庫簸等）を妃入してください。

「その他の地球汎Ul化対策による皿室効果ガスのﾛﾘ城、等」のうち「森林の保全及び益伯」の「目標年度（叶西）」円には91回期田中の目禄の粟6fを、「on告年度（爽敏）」■には実績の累叶を記入してください．

「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基碩とした排tlInの対比や、省エネ製品開発など他者の沮室効果ガス俳出Rq減への貢献、グリーン画逮の採用、特定フロンなどの条例扣定外の沮蛮1MB采ガスのﾘﾘl減
などを正入してください．
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住所（法人にあつ
てI土．主たる専務
所の所在地）

京都府乙liIl郡字大山崎町小字'１，泉１番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表呑の氏名）

日立マクセル株式会社京都事業所長中山雅視

事業者の主たる
業種 磁気テープおよび二次尅池製造業

該当する事業者
要件 Ｐ京都府地球i且R3I化対策条例施行規則第10条第１号麟当卒業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上）〉

｢粥謡ilfifiI週鰻化対購条例施行規圓''第10条第２号又は鱒3号鱗当事議脅(大瀧運送率鎮者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾞｽ100台以上/ﾀｸｼｰ150台以上/鉄道寧爾
「 京都府地球沮鰻化対策条例施行規則第10条第４号麟当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

高エネルギー効率ユーティリティー設備の導入、生産工程の効率化等の省エネ対策を推進し、
２年度にＣＯ２排出丘を平成２年度比２１％削減する。

平成２

推辿体制
事業部長をトップとするエネルギー管理の推進体制を定め、施設管理部門長を会長とする地球温畷化防止部会を股囲し、ＩＳＯ１４００１環境推進活動の中
で地球温暖化防止計画を策定し、毎月の進捗状況を管理する。

環境マネジメントシステム名称 ＩＳＯ１４００１ 

適用範囲 京都地区

取得年月日 平成10年２月23日

年度ごとの具体
的な取組及び槽
極の状況

年度

平成２１年度

平成２１年度

股禰、対象、工程等

特高変圧器

射出成型機

措置内容

トップランナー機菰に更新することによって、二酸化炭素排出量を２７．６t-CO2/年程度削減した。

高効率機穂に更新することによって、二酸化炭素排出丘を１７．６t-CO2/年程度削減した。

i且室効果ガスの
排出壁等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合叶

実績に対する自己評価

基迦年度（実綴）
(平成１９）年度
(二硝化画素餌DJ）

目標竿度（叶画）

(平成２２）年度
(二H2化庚棄換算）

増減率
(計画）

報告年度（実綴）

(平成２１）年度
(二日h化庚嚢換算）

明滅率
(実紙）

37,918.0ｔ 46,980.0ｔ 23.9発 30,598.1ｔ -19.3％ 

ｔ ｔ 兜 ｔ 船

157.0ｔ 157.0ｔ 0.0船 163.3ｔ 4.0% 

*Ｉ３８D075.0ｔ ＊２47,137.0ｔ 23.8％ 中４ 30,761.4ｔ -19.2％ 

生産数吐の減少や二次晒池i9f工期の稼動の遅れなどでエネルギーin費吐I土減少した。省エネ施策として．商効率変圧器に更新や．射出成型樋への更
新及び、生駈形態に応じた空側の連伝停止を行い、二酸化瑛索排出丘の､！減に取り組んだ。

原単位当
温室効果
出廷等

用途区分 原単位の指標

排 二酸化炭素換算

生童高（百万円）
二酸化炭素換算

二酸化炭緊換璽

実績に対する自己評価

基準年度（実績〕 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

0.480ｔ-CO2/百万円 0.480t-co2/百万円 0.0船 0.607ｔ-CO2/百万円 26.5船

船 船

兇 船

報告年度は、生産数吐が大きく械少したため基函年度に比べて二鹸化炭素排出仕、生産高I士共に減少した。生産環境維持のための固定エネルギーを
減らすために空国Rn伯のこまめな停止秤、供給効率改轡、効卒生産に努めたが、原111位当りの沮室効果ガス排出丘I土墹加してしまった。

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減麩等

対策等の区分

森林の保全及び蟹1Ｍ

府内塵の木材の手１１用

自然エネルギーを利用した矼力
又は熱の供給

グリーン蝕力の購入

家庭における沮室効果ガス排出
赴の削減効果分の購入

削減丑等合計

目標年度（計画）

取組、IＦ (二鹸化慶累換瓦）

(整伯而綱） hａ (吸収色） ｔ 

(利用必） Ⅱ、、 (Il1域且） ｔ 

(売重且） kwｈ (1W城且） ｔ 

(熟供給Ｈ） 0Ｊ (1W減且） ｔ 

(■入ａ） kwｈ (､1蚊且） 上

(田入丘） ｔ UIl賊丘） ｔ 

中３ｔ

報告年目 (実績）

lUh組ｎ年 (二醗化国緊換算）

(韓国面積） hａ 吸収且） ｔ 

(利用且） 【ｎｏ 俄迅） 上

(兜愈且） k■ｈ 則減丘） ｔ 

(鯛供給丘） ０Ｊ 仲I城肚） ｔ 

(RH入且） kwｈ 1M減吐） ｔ 

(EH入量） ｔ (刷城且） ｔ 

＊５ｔ 

差引排出量

(排出合9+一別城埣合ﾛﾄ）

基箪年度（実績）

＊I38,075.0ｔ 

目標年度（計画）

【妃)-(･3147,137.0ｔ

増減率（llf面）

23,8％ 

報告年度（実績）

(･dj-I･5）30,761.4ｔ 

燗IUE率（実績〉

-19.2％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

（１）惰報紀録の省資源化に貢献する大容量テープを開発・製品化しています６
（２）単位あたりの勉力量の大きい二次電池を611発・製品化しています。
（３）モーダルシフトに取り組んでいます。

特記事項

１．平成２１年度は平成２年度に比較して二酸化炭素排出量を４３％削減した。


